
三
江
紹
益

の
法
系
と
そ
の
周
辺

加

藤

正

俊

一二三四

「
三
江

和
尚

履
歴
記
」

三
江
紹
益
と
江
岳
元
策

「
笠
山
会
要
誌
」
と
堅
操

元
松

江
岳

の
晩
年

と
そ

の
法
系

の
末

路

三
江
和
尚
履
歴
記

建
仁
寺
二
百
九
十
五
世
、
高
台
寺
開
山
三
江
紹
益
(
一
五
七
三
1

一
六
五
〇
)
の
伝
は
、
受
業
の
門
人
江
岳
元
策
著
す
と
こ
ろ
の

「開
山

三
江
和
尚
履
歴
記
」
に
見
ら
れ
る
。
三
江
紹
益
の
開
山
で
あ
る
建
仁
寺
塔
頭
久
昌
院
に
は
現
在

「洛
東
高
台
寺
会
要
事
迩
」
な
る
題
籏

の
も
と
に
、
同
上
の
会
要
事
　
と

「鷲
峰
山
高
台
禅
寺
伽
藍
志
」

「開
山
三
江
和
尚
履
歴
記
」

の
三
部
を
合
綴
し
た
江
岳
元
策

の
自
筆

本
が
蔵
さ
れ
、
そ
の
転
写
本
が
駒
沢
大
学
図
書
館
に
も

一
部
架
蔵
さ
れ
る
。
自
筆
本
は
美
濃
判
十
丁
よ
り
な
り
、

一
丁
二
十
四
行
の
罫

紙

に

一
行
凡
そ
二
十

一
字
を
収
め
る
。
巻
頭
余
白
に

「衣
笠
山
延
慶
庵
」
と
い
う
二
行
六
字

の
白
文
印
が
あ
る
こ
と
よ
り
察
す
れ
ぱ
、

こ
れ
は
も
と
江
岳
元
策
の
住
庵
た
る
洛
西
松
尾
、
天
竜
寺
派
延
慶
庵

(現
在
廃
寺
)
の
所
属
に
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(延
慶
庵
に

三
江
紹
益
の
法
系
と
そ
の
周
辺

(加
藤
)

三
一
七



三

一
八

つ
い
て
は
後
述
す
る
。
)

伝
に
よ
れ
ば
三
江
の
出
生
は
元
亀
三
年
十
二
月
二
日
(
一
五
七
三
)。
洛
北
の
産
に
し
て
出
自
は
奥
村
氏
。
天
正
五
年
、
六
才
に
し
て
建

仁
寺
塔
頭
常
光
院
の
明
室
宗
昨
の
室
に
投
じ
て
儒
釈
の
諸
籍
を
習
い
、
十
五
歳
に
し
て
始
め
て
祝
髪
受
具
し
た
と

い
わ
れ
る
。

し
か
し

不
幸
に
し
て
こ
れ
よ
り
二
年
後
の
天
正
十
六
年
、
三
江
は
明
室
の
急
逝
に
あ
い
院
務
を
継
ぐ
に
至

っ
て
い
る
。

三
江
十
七
歳
の
時
の
こ

と

で
あ
る
。
こ
こ
で
明
室
の
法
系
を
諸
種
の
記
録
に
よ

っ
て
た
ど

っ
て
み
る
と
、
明
室
の
師
は
常
光
院
開
山
、
温
仲
宗
純

(2
i

一
五

一

一
)
で
あ
り
、
温
仲

の
師
は
春
夫
宗
宿
で
あ
り
、
春
夫
の
師
は
無
因
宗
因
と
な
る
。

か
く
て
三
江
は
常
光
院
の
明
室
の
室
に
投
ず
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
五
山
派
に
籍
を
置
き
な
が
ら
山
隣
の
関
山
派
の
法
系
に
つ
ら
な
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

温
仲
の
創
建
に
か
か
る
常
光
院
が
、
五
山
派
の
中
に
設
け
ら
れ
た
関
山
派
の
最
初
の
塔
頭
で
あ
り
、
ま
た
建
仁
寺
の
中
に
関
山
派
の

塔

頭
の
出
来
し
た
所
以
は
、
建
仁
寺
天
潤
庵
が
南
浦
紹
明
の
直
弟
可
翁
宗
然

(大
応
派
)
の
塔
頭
で
あ
り
、

こ
の
可
翁
に
参
じ
て
出
家
し

た
無
因
宗
因
が
天
潤
庵
の
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、

後
に
転
じ
て
授
翁
宗
弼
に
参
じ
妙
心
寺
を
継
ぐ
に
至

っ
た
そ
れ
以
来
の
建
仁
寺
と
関

㈲

山
派
と
の
縁
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

江
岳
元
策
自
筆
本
の

「履
歴
記
」
で
は
、
明
室
示
寂
の
記
事
以
後
の
罫
紙
六
行

(凡
そ
百
二
十
六
字
)
分
が
切
り
と
ら
れ
て
お
り
、

直

ち
に
天
正
十
八
年
(三
江
+
九
歳
)建
仁
の
諸
師
の
推
奨
に
よ
っ
て
三
江
が
乗
払
の
問
禅
者
の
役
に
充
て
ら
れ
た
と
い
う
記
事
に
続
く
。

駒
大
本
と
対
照
し
て
み
る
と
、
自
筆
本
で
は
こ
の
間
に
左
の
如
き
記
事
を
欠
く
こ
と
と
な
る
。

自
思
惟
、
我
承
二先
師
庇
蔭
一、
継
=院
務
一、

錐
7然
関
山
祖
脈
、

至
我

既
欲
二断
絶
一、
山豆
与
レ彼
無
=師
承
之
人
}、

数
二吾
祖
幾
世
一者
、

同
=其
孟
浪
哉

、
奮
激
已
決
、
維
時
妙
心
円
明
国
師

舗
靴
旺
=化
当
時
輔、
直
登
=玄
室
噌、

一
語
契
合
、
許
就

　会
裡
一、

改
=号
三
江

、



日
夕
親
爽
、
国
師
密
欲
7付
=心
印
一、
会
裏
憐
輩
、
有
下致
=陥
阻
之
情
暑
占、

霧
告
=国
師
一日
、
古
来
関
山

一
派
嗣
法
、

非
妙

心
掛
搭

之
僧

、
不
レ允
一}付
授
一、
若
労
=出
心
印
一、
非
一祖
規
之
所
ツ定
、
必
勿
鑑

証
一、
国
師
笑
旦
諭
日
、
禰
不
り知
哉
、
西
天
四
七
東
土
二
三
、

江
西
湖
南
五
家
七
宗
、
祖
々
相
付
機

々
相
投
、
南
浦
翁
遠
渉
=漠
渤
一、
撞
薯

天
沢
祖
嶋、
自
爾

已
往
宗
峰
承
后

、

吾
祖
次
レ之
如
レ是

転
伝
、
只
貴
欲
7使
ヨ祖
燈
盛
一大
天
下
一、
未
レ知
川
僧
護
ぴ川
漸
僧
護
レ漸
、

如
禰
所
言
一、
与
」夫
井
蛙
甕
蝶
荷

異
、

況
益
首
座
所
司
塔

院
、
温
中
祖
者
嗣
昌法
春
夫
輔、
夫
嗣
無
因
}、
因
嗣
=授
翁
旧、
翁
乃
吾
祖
的
子
也
、
然
則
本
寺
之
退
蔵
与
=他
山
之
常
光
一、
猶
一魯

衛
之

邦
一豊
以
二其
人
武
二其
道
哉

、
若
丁以
レ叛
昌祖
規
為
上レ言
、
実
非
昌通
論
哺、
於
'我
不
敢

而
已
、

因
7是
言
者
蟹
退
、

終
伝
昌心
塵

、

国
師

無
》幾
敢
化
、

海
山
珠
兄
尚
恐
　六
群
俳

々
一、
而
親
写
=正
伝
図
井
国
師
贈
投
偏
頒
唱以
附
キ

師
一誕
飾
承
之
不
"棄
、

後
以
国
師
遺
命
一

遷
一天
童
山
祥
雲
寺
一、

こ
れ
は
三
江
紹
益
が
明
室

の
示
寂
後
、
建
仁
寺
に
お
け
る
関
山
派
の
法
脈
が
明
室

一
代
に
て
絶
え
て
し
ま
う
こ
と
を
な
げ
き
、

奮
激

し
て
当
時
盛
名
の
あ

っ
た
妙
心
寺

の
南
化
玄
興

(
一
五
三
八
-

一
六
〇
四
)
に
通
参
し
日
夕
親
爽
、
遂
に
心
印
を
受
く
る
に
至

っ
た
事
情
を

の
べ
、
更
に
は
五
山
に
籍
を
置
く
三
江
に
関
山
派
の
法
を
許
す
こ
と
に
は
、
南
化
門
下
の
中
に
も
多
大
の
反
対
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
す

も

の
で
あ

っ
て
、
三
江
の
法
系
を
考
え
る
場
合
頗
る
重
要
な
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

南
化
玄
興
の
語
録
で
あ
る

「虚
白
録
」
の
末
尾
に
、
隣
華
院
の
柏
厳
玄
喬
編
す
る
と
こ
ろ
の
南
化
の
行
状
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ

の
中
に
お
い
て
柏
厳
も
こ
の
こ
と
に
ふ
れ
左
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

所
度
弟
子
若
干
、
其
得
法
揚
化
者

一
十
八
人
、
東
山
常
光
院
三
江
益
亦
其
選
也
、

受
業
師
明
室
昨
公
臨
レ寂
以
=院
事
一付
レ益
、
益
以

為
昨
公
系
出
昌関
山
鱒、
今
至
レ我
将
7断
豊
可
昌安
処
一乎
、
聞
飾
道
望
直

帰
二席
下
一、
密
　勿
夙
夜
一、

一
日
入
室
機
語
相
契
、
師
与
以
=印

三
江
紹
益
の
法
系
と
そ
の
周
辺

(加
藤
)

三
一九



三
二
〇

+型
門
下
有
議
乏

者
「、
白
レ師
日
、
益
本
東
山
種
艸
未

捷
二搭
於
法
山
哨、
昧
=於
乃
祖
風
規
一、

外
間
相
伝
言
、

師
以
表

法
一付
授

益
噌

事
、
似
出
=於
軽
易
一、
矯
為
レ師
不
レ取
也
、
師
諭
日
、
南
浦
翁
戴
"海
遇
=天
沢
祖
一、
以
降
唯
要
租
燈
盛
大
茸

、

未
μ聞
川
僧
護
・川
漸

僧
護
レ漸
、

且
常
光
温
中
純
者
春
夫
之
的
子
而
夫
嗣
蕪
因
一、
退
蔵
与
昌常
光
真

猶
二魯
衛
之
邦
一、

以
レ人
武
レ道
我
不
り為
也
、
禰
勿
復

言
一、
於
レ是
言
者
止
　
、
師
帰
寂
之
後
海
山
珠
兄
尚
恐
二六
群
俳
俳
一、
親
写
=正
伝
図
一附
レ益
、

益
後
出
=世
南
禅
一開
=祖
高
台
一、

爾
来

的
的
相
承
掲
関

山

一
燈
於
東
山
一者
至
レ今
不
7絶
、

前
者
が
三
江
側
の
記
録
と
す
れ
ぱ
、
後
者
は
妙
心
寺
、
南
化
側

の
記
録
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
両
者

の
内
容
を
仔
細
に
点

検
し
て
み
れ
ば
、
南
化
の
行
録
の
輯
せ
ら
れ
た
宝
暦
と
い
う
時
点
と
も
考
え
あ
わ
せ
、
こ
の
行
録
の
記
録
も
江
岳
元
策
の

「履
歴
記
」

に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

問
題
を
も
う

一
度
元
策
自
筆
本
の

「履
歴
記
」
に
移
し
て
み
よ
う
。
自
筆
本
を
初
見
し
た
時
、
前
述
の
六
行
分

の
欠
落
は
さ
し
て
気

に
な
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
明
室
示
寂
後
二
年
に
し
て
建
仁
の
乗
払

の
問
禅
者
と
な
り
更
に
建
仁
の
紀
綱
寮

に
入
る
と
い
う
記
事
は
、

何

の
支
障
も
な
く
前
後
の
年
譜
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、

単
に
元
策
の
書
損
に
よ

っ
て
切
り
と
ら
れ
た
も
の
と
考

え
て
よ
さ
そ
う
で

あ

っ
た
。
し
か
し
駒
大
本

「履
歴
記
」
と
照
合
す
る
に
及
ん
で
事
情
は

一
変
し
た
。

始
め
に
考
え
ら
れ
た
の
は
、
自
筆
本
が
延
慶
庵
か

ら
建
仁
寺

の
久
昌
院
の
蔵
に
帰
し
た
時
点
で
、
三
江
が
南
化
に
参
じ
関
山

一
派
の
法
系
を
嗣
承
し
た
と
す
る
前
記
の
記
録
が
、

五
山
派

の
建
仁
寺
内
に
お
い
て
抵
触
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
削
除
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
が
、

こ
れ
は
余
り
に
も
小

③

児
病
的
な
発
想
で
あ

っ
た
。
第

一
自
筆
本
の
欠
落
部
分
は
百
二
十
字
余
に
該
当
す
る
ス
ペ
ー
ス
に
過
ぎ
な
い
の
に
、

駒
大
本
で
は
そ
の

間

に
そ
の
三
倍
に
当
る
三
百
五
十
余
字
を
当
て
、
前
記
の
記
録
を
綴

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
疑
問
は
し
か
し
簡
単

に
氷
解
し
た
。
自



筆
本

の
最
終
丁
に
当
る
袋
綴
の
袋
の
中
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
元
策
自
筆
の
紙
片

(前
述
の
如
く
本
文
が
二
十
四
行
の
罫
紙
に
書
か
れ
て

あ

る
の
に
比
し
こ
れ
は
無
罫
の
美
濃
判

一
葉
)
が
あ
り
、

そ
の
内
容
が
駒
大
本
に
見
ら
れ
た
三
江
の
南
化
に
参
禅
し
た
と
い
う
前
記
の

記
録

そ
の
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
想
像
を
許
る
さ
れ
る
な
ら
ば
、

元
策
は
三
江
の

「履
歴
記
」
を
脱
稿
製
本

の
後
、
何
等
か
の

理
由
か
ら
、
特
に
三
江
の
法
系
に
つ
い
て
の
箇
所
の
み
に
旧
稿
の
三
倍
の
内
容
を
つ
ぎ
こ
ん
で
新
規
の
文
章
を
作
り
上
げ
、

そ
の
上
で

旧
稿

の
該
当
部
分
を
切
り
と

っ
て
し
ま

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
更
に
こ
れ
を
草
稿
本
と
し
て
、

も
う

一
つ

「履
歴
記
」
の

浄
書
完
本
が
作
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
久
昌
院
本
の
随
所
に
見
ら
れ
る
旧
稿
塗
沫
の
た
め
の
墨
の
あ
と
と
、

数

ケ
所
に
わ
た
り

新

に
頭
書
さ
れ
た
本
文
補
充
の
た
め
の
文
章
と
が
そ
の
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
従

っ
て
駒
大
本
も
も
う

一
っ
の
浄
書
完
本

「履
歴
記
」
よ

り

の
転
写
で
は
な
か
ろ
う
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ω

無
著
道
忠
著

「
正
法
山
誌
」
第

十
巻

(刊

本
ご
三
五
頁
)
で
は
左

の
如

き
説

も
述

べ
ら
れ
て

い
る
。

万
拙
和
尚
云

春
夫
与
昌温
中
一之
間
年
代

久
　

蓋
失
三
一三
世
之
名
一

囲

「
日
本
仏
教
史
」
第
四
号
、
玉
村
竹

二
氏
論
稿

「
初
期
妙

心
寺
史

の
二
三
の
疑
点

(下
)
」
参
照

偶

伊
藤
東
慎
師
著

「
黄
竜
遺
韻
」
に
よ
る
と
、
三
江
紹
益

が
高
台
寺

に
迎
え
ら
れ
て
よ
り
、
常
光
院
、
久
昌
院
は
も
と
よ
り

一
山
脈
で
あ
る
興
雲

庵
、
霊
雲
院
、
清
住
院
、
大
鑑
派
で
あ
る
禅
居
庵
等
に
も
三
江

の

一
派
が
伸

長
す
る
に
及
ん
で
、
山
内

は
黄
竜
派
、
法
灯
派
、
三
江
派
に
三
分
さ

れ
る
よ
う

に
な
り
、
寺
院

の
禄
高
に
於

い
て
も
他

の
二
派
を
圧
す
る
勢
力
と
な

っ
た
よ
う
で
あ

る
。

尚
、
無
著
道
忠

の

「
正
法
山
誌
」
第
十
巻

に
左

の
如
き
記
事
を
み
る
。

建
仁
寺
塔
頭
、
嗣
論法
於
南
化

一、
系
一一妙
心
宗
派
一者
、
九
昌
院

騒
離

化
一、
常

光
院
、
清
住
院
、

此

三
院
南
化
派
也
、

毎
年
妙
心
開
山
忌
、

発
二

僧

一献
昌香
資
於
開

山
塔

一

こ
れ
は
現
在
も
続

い
て

い
る
儀
礼
で
あ
る
が
、
南
化

の
塔

所
で
あ
る
妙
心
寺

の
隣

華
院
と
建
仁
寺
三
江
派
と

の
関
係
は
更
に
緊
密
で
あ

っ
た
。
隣

三
江
紹
益
の
法
系
と
そ
の
周
辺

(加
藤
)

三
二

一



三
ニ
ニ

華
院
旧
蔵

の

「
無
擬
塔

香
資
納

下
牒
」

(内
題

・
瑞
世

転
籍
臨
時
住
拝
無
硬
塔
諸
香
資
)
は
、
安
永

八
年

か
ら
文
化
六
年

ま
で

の
記

録
で
、
時
代

的

に
は
や
や
下
る
が
、
安
永

八
年

正
月
廿
日
に
は
常

光
院
環
中
玄
諦
西
堂
改
衣
に

つ
き
、
香
資
と
し
て
南
鎮
壱
片
を
隣
華
院
に
納

め
て

い
る
。
寛

む

　

む

む

　

む

む

政
十
年

十
月
十
七
日
に
は
建
仁

の
久

昌
院
廉

西
堂

入
来
し
、
当
月

二
十

二
日
の
常
光
院
中
興
三
江

益
和
尚
百
五
十
年

忌
預

修

の
為

、
常

光
院
よ
り

献
鉢
料
を
献
納
し
て

い
る
が
、
隣
華
院

か
ら
も
銀
弐
拾

目
を
下
行
し
、

三
江
和
尚
遠
忌

の
預
修
に
饅
頭

弐
百
団
を
献
納
し
て

い
る
。
翌
寛
政

十

一

む

む

む

む

む

む

む

年

八
月
廿

二
日
は
、
高
台
寺

開
山

三
江
和
尚

百
五
十
年
忌

に
正
当
し
、
隣
華
院
で
は
同
じ
く
銀
参
拾

目
を
下
行
し
て
、
饅
頭
参

百
団
を
高
台
寺

に

納
め
て

い
る
。

と
に
か
く
建
仁
寺

の
三
江
派
と
妙
心
寺
と

の
関
係
は
、

わ
れ
人
と
も

に
認

め
る
公

々
然
た

る
も

の
で
あ

っ
た
。

二

三
江
紹
益
と
江
岳
元
策

「履
歴
記
」
の
著
者
江
岳
元
策
の
伝
は
定
か
で
は
な
い
が

「履
歴
記
」
の
末
尾
に

元
策
曽
侍
=巾
瓶
一者
十
二
年
、
前
後
教
導
、
舐
憤
之
慈
、
覆
獄
之
成
、
不
レ知
レ所
豊以
報
乏
万
乙
一、

師
敢
化
之
後
、

一
錫
入
亀
山
…

と
あ
る
こ
と
よ
り
察
す
れ
ば
、

江
岳
元
策
は
三
江
紹
益
の
晩
年

の
十
二
年
間
を
師
に
近
侍
し
て
参
禅
問
法
に
つ
と
め
た
よ
う
で
あ
る
。

三
江
の
示
寂
の
年
よ
り
逆
算
す
れ
ぱ
、
お
よ
そ
寛
永
十
六
年

(
一
六
一二
九
)
前
後
、
三
江
六
十
八
歳
の
頃
の
出
会

い
と
思
わ
れ
る
。

(元

策

の
年
齢
は
不
明
で
あ
る
)。
つ
い
で
三
江
遷
化
の
後
は
、

錫
を
洛
西
霊
亀
山
天
竜
寺
に
移
す
こ
と
に
な
る
。

久
昌
院
に
は

「三
江
和

ω

尚
語
録
」
(写
本
)
の
外
に
、
三
江
の
詩
文
集
で
あ
る

「鷲
峰

U
枝
」
(写
本
)
を
蔵
す
る
。
美
濃
判
八
十
三
丁
無
罫
紙
本
で
、

こ
れ
も
元

策

の
自
筆
と
思
わ
れ
る
が
、
同
書
の
後
書
き
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

②

右

三

冊

者

友
林

老

師

和

尚

雪

胸

之

著

述

也

、

錐

7然

或

記
二於

路

行

破

レ之

、

或

書
二於

船

上

一失

レ之

、

半

亡
　

、

弦

幸

有

一一胸

塵

集

者

一、



建
錐
二九
牛

一
毛
蒼
海

一
滴
一、
都
写
篶

分
縷
レ糸
為
二三
鐸

、
献
=老
師
一而
求
書

二題
号
一、
老
師
因
名
二鷲
峰

一
枝
「、
則
是
世
尊
拮
二鷲
嶺

青
蓮

一
枝
}笑
設
二飲
光
唱、
老
師
以
二鷲
峰
三
冊
一笑
求
=世
人
乏

謂
乎
、
岩
慶
安
二
日
丑
臆
月
日

元
策
謹
書

㈲

右
三
冊

宗
勤

侍
者

竜
信

誌
之

元
策

即
ち
こ
の

「鷲
峰

一
枝
」
の
成
稿
は
慶
安
二
年
の
こ
と
で
あ
り
、

三
江
の
示
寂
の
前
年
に
当
る
。
元
策
は
侍
者
の

一
人
と
し
て
同
書

の
編
纂
に
加
わ
り
、
且
後
書
き
を
誌
し
て
い
る
。

お
そ
ら
く
侍
者
の
代
表
と
し
て
最
も
あ
ず
か

っ
て
力
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
年

後
の
慶
安
三
年
に
な
る
と
事
情
は
少
し
く
変
る
よ
う
で
あ
る
。
禅
文
化
研
究
所
聴
松
堂
文
庫
に
左
の
如
き
三
江
自
筆
の
書
幅
を
蔵

す
る
。我

幻
質
終
難
レ写

何
人
為
施

一舟

青
一

請
看
分
身
百
億

桂
輪
依
レ旧
照
レ橘

汝
是
誰
耶

咄

有
=知
音
策
天

痴

昨
夜
相
=逢
休

々
地
鯛
今
日
分
明
叫
二

渥

々
一

三
江
紹
益
の
法
系
と
そ
の
周
辺

(加
藤
)

三
二
三



三
二
四

亀
山
策
蔵
主
需
γ賛

山
野
病
中

渉
筆
無
レ由

終
不
レ得
レ止
借
二侍
者

之
手
応
　其
求
「云

三
庚
寅
八
月
十
八
目

④

前
南
禅
鷲
峰
遺
老
三
江
聖
(花
押
)

三
庚
寅
は
慶
安
三
年
の
こ
と
で
、
八
月
十
八
日
は
三
江
示
寂

の
四
日
前
に
当
り

「履
歴
記
」
中
の
左
の
記
事
に
照
応
す
る
。

八
月
十
八
日
、
病
勢
少
痒
、
裁
=本
寺
之
遺
誠
隣
旧
之
遺
書
「、
其
夕
出
呂所
7貯
資
具
一悉
散
=故
旧
井
諸
弟
奴
僕
之
憐
一、

即
ち
元
策
は
八
月
十
八
日
、
師

の
三
江
の
病
状
の
少
康
の
時
を
侯

っ
て
頂
相
の
賛
を
需
め
、
三
江
も
ま
た
示
寂
の
日
の
近
き
を
予
知
し
、

㈲

病
中
無
理
を
お
し
て
そ
の
需
め
に
応
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
前
述
し
た
如
く

「履
歴
記
」
で
は

「師
敢
化
之
後
、

一
錫
入
亀
山
…

…
」
と
あ
り
、
三
江
の
示
寂
の
後
天
竜
寺

へ
移

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
書
幅
で
は
既
に

「亀
山
策
蔵
主
」
と
あ
り
、

天
竜
寺
に
在
籍
し
て
い
る
よ
う
に
と
れ
る
。

蔵
主
位
は
乗
払
の
た
め
の
問
禅

の
禅
客
を
勤
め
て
、
始
め
て
侍
者
位
よ
り
昇
位
で
き
る
筈

の
も
の
で
あ
る
。
亀
山
策
蔵
主
と
あ
る
以
上
天
竜
寺
の
蔵
主
位
で
あ

っ
て
建
仁
寺
の
役
位
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

元
策
は
天
竜
寺
在
籍

の
ま
ま
三
江
に
参
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「履
歴
記
」
の
中
で
元
策
は
三
江
の
嗣
法
者
に
つ
い
て
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

⑥

凡
経
師

之
指
揮

開
基
中
興
者
大
小
十
二
院
、
受
=師
心
印
幅者
六
員
、
茂
源
、
鈎
天
、
三
峰
、
章
天
、
泰
室
、
心
伝
、
在
昌師
之
会
裡

乗
払
者
十
有
五
員
、



し
か
し
こ
れ
は
建
仁
に
籍
を
置
く
も
の
だ
け
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
三
江
最
晩
の
十
二
年
を
そ
の
下
に
参
じ
、
詩
文
集

「鷲
峰

一
枝
」
を

編

し

(
三
江
語
録
の
編
者
も
お
そ
ら
く
元
策
で
あ
ろ
う
)
そ
の
末
期
に
臨
ん
で
は
頂
相
の
賛
を
許
る
さ
れ
、

そ
の
寂
後
師
の
伝
を
著
し

た
元
策
も
、
当
然
三
江
の
心
印
を
受
け
た

一
人
と
み
な
さ
れ
よ
う
。

「鷲
峰

一
枝
」

の
中
に
三
江
よ
り
道
号
を
付
与

さ
れ
た
弟
子
の
名

が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
古
岩
玄
暢

心
伝
正
鉄

梅
室
竜
信

桃
悟
宗
勤

(院
日
霊
雲
)

養
屋
宗
育

如
雪
紹
恰

章
天
祖
胆

三
峰

紹
善

茂
源
紹
柏

泰
岳
祖
艇

(但
加
州
国
泰
東
堂
也

久
随
7師
遊
学
)

周
南
紹
叔

機
伯
紹
活

徳
雲
林
盛

(但
加
州
長
楽
寺
之

僧

久
入
師
室
暮
請
朝
参
)
と
並
ん
で
江
岳
元
策
の
名
も
あ
り
三
江
の
左
の
如
き
号
頒
も
み
ら
れ
る
。

城
北
流
幽
水
已
清

陽
楼
大
観
記
弦
明

雲
深
日
暮
作
何
所

入
澗
青
松
風
有
声

天
竜
寺
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
慈
済
院
蔵

「支
桑
禅
刹
」
を
み
る
と
、
江
岳
元
策
は
天
竜
塔
頭
南
芳
院

(現
在
廃
寺
)
と
前
記

の
延

㈲

慶
庵

の
世
代
に
列
し
臨
川
位

(+
刹
の
西
堂
位
)
に
の
ぼ
り
碩
学
職
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
衣
笠
山
地
蔵
院
の
世
代
は
、
そ
の
塔
頭
で
あ

⑨

る
延
慶
庵
と
竜
済
軒
よ
り
の
輪
住
と
さ
れ
る
。
当
然
江
岳
元
策
は
地
蔵
院
の
世
代
に
も
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

か
く
て
南
化
玄
興
よ
り
三
江
紹
益

へ
と
受
け

つ
が
れ
た
関
山
派
の
法
系
は
、
建
仁
寺
を
介
し
て
天
竜
寺

へ
も
分
流

し
た
と
見
な
し
て

よ

い
で
あ
ろ
う
。
三
江
紹
益
の
た
ど

っ
た
コ
ー
ス
が
そ
の
ま
ま
江
岳
元
策
に
再
現
さ
れ
る
。
江
岳
元
策
は
天
竜
寺
派
延
慶
庵

(又
は
地
蔵

院
)
の
伽
藍
法
系
を
嗣
ぎ
な
が
ら
、
三
江
紹
益
を
通
じ
て
関
山
派
の
印
証
法
系
と
つ
な
が
る
わ
け
で
あ
る
。

前
章
で
述
べ
た
如
く
江
岳

元
策
が
三
江
の

「履
歴
記
」
を

一
旦
書
き
上
げ
製
本
し
て
お
き
な
が
ら
、

さ
ら
に
推
敲
を
加
え
長
文
を
書
き
足
し
て
そ
の
法
系
を
強
調

し
た
所
以
は
、
こ
の
遍

の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

三
江
紹
益
の
法
系
と
そ
の
周
辺

(加
藤
)

三
二
五



三
二
六

ω

駒
大
新
纂
禅
籍

目
録

も
、
岩

波
の
国
書
総
目
録
も
、

日
本
仏
教
全
書
続
刊
予
定
書
目
に
よ

っ
て

「
鷲
峰

一
枝

」
の
書
名

を
あ
げ

て
い
る
が
、
共

に
そ

の
所
在
を
明

ら
か
に
し
て
い
な

い
。

「
三
江
和
尚
語
録
」
と
内
容

に
亘

っ
て
は
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
が
、
全
く
別
本

で
あ

る
。

働

友
林
は
三
江

の
字
、

始
め
友
竹

と
称
し

た
。

㈹

三
冊
と
あ
る
が
、
現
在
は
合
綴

さ
れ

一
冊
。
侍
者
宗
勤
、
竜
信

は
三
江
よ
り
道
号
を
付
与
さ
れ
た
桃
悟

宗
勤

と
梅

室
竜
信
で
あ
ろ
う

。

ω

「禅
文
化
」
五
十
三
号
巻
頭
写
真

「室

町
桃

山
時
代

の
墨
蹟
」
参
照

㈲

研
究
所
蔵
す
る
と
こ
ろ

の
三
江

の
書
幅

は
、
頂

相
が

な
く

そ
の
賛
文
だ
け
で
あ

る
。

㈲

無
著
道
忠

の

「
正
法
山
誌
」

(刊
本

二
三
五
頁

)
で
は
三
江

の
法
嗣
を
次

の
五
人
と
す
る
。

「
日
茂
源
紹
柏
長
老

日
三
峯
紹
善

長
老

日
章

天
祖
麺
長
老

日
泰
室
清

安
長
老

日
心
伝
正
鉄

西
堂
」

万
治
版

「
正
法
山
宗
派
図
」
も
五
人
と
す
る

妙
心
締
玄
興
ー
南
禅
泥
紹
益
1
1
聖
灘

正
鉄

t
聖
轟

清
安

i
建
仁
韓
祖
麺

-
建
仁
駈
紹
善

i
建
仁
澱
紹
柏

「臨
蹴

正
法

山
宗
派
図

東
海
派
上
」
に
な
る
と
次

の
よ
う
に
変

化
し
て
く
る
。

寄

化
玄
興
」

「
繭
三
江
紹
益
1
ー
瞑
月
声
禅
虎

女
-
柏
庭
紹
意

ー
瞑
大
安
紹
策

　
1
鯉
泰
室
清
安
ー
健
心
伝
正
鉄
l

l
顛
袈

紹
恰

[
響

悟
宗
勤



1
壁
昊

祖
艇

-
腱
三
峯
紹
善

編

茂
源
紹
柏

幽

周
南
紹
叔

6り

南
芳
院
応
永
年
中
創
建

開
祖
在
中
中
滝

嗣
二法
竜
漱
沢
・住
・五
処
甲
刹
岳
脹
境
賊
紳
二
世
献
茂
伯
全
森
-
献
祥
中
周
瑞
-
脇
選
才
梵
及
ー
献
文
盛
周
憲
ー
伊
仲
周
任
首
座

古
岸
周
藤
嫌
-
瑚
月
周
漣
嫌
-
鵬
江
岳
元
策

圖

延
慶
庵
一貞
治
年
中
建
立

開
祖
碧
潭
周
鮫
i
二
世
講
旭
峰
妙
朝
ー
献
仙
英
周
玉
ー
鵬
雲
谷
周
芳
-
姻
九
成
周
詔
ー
大
賀
周
吉
首
座
ー
叔
和
梵
康
首
座
i
脇
養
仲
周
保
ー
済
叔
周

弘
首
座
-
臓
堅
操
元
松
i
鵬
江
岳
元
策
粧
碩

働

衣
笠
山
地
蔵
院
臆
繍

遡

轟

纒

鵡
醒

薯

婆
翻
瀞
開
⊥

笹
碧
鷲

絞
勅
藥
籍
嗣
・法
夢
窓
一護
蛸
演
柾
嘲
三
世
虚

笑
山
周

念
-
講
旭
峰
妙
朝
i
献
仙
英
周
玉
i
鵬
雲
谷
周
芳
-
齪
九
成
周
詔
ー
大
賀
周
吉
首
座
i
叔
和
梵
康
首
座
-
爾
後
自
昌延
慶
龍
済
一輪
住

三

「
笠
山
会
要
誌
」
と
堅
操
元
松

建
仁
寺
常
光
院
と
関
山
派
と
の
関
係
は
先
き
に
考
察
し
た
通
り
で
あ
り
、
師
匠
明
室
の
急
逝
に
あ
い
三
江
が
建
仁
寺
に
在
籍
の
ま
ま

妙
心
寺
の
南
化
玄
興
に
参
じ
、
遂
に
関
山
派
の
印
証
を
受
け
る
に
至

っ
た
経
諦
も
述
べ
て
き
た
。

三
江
に
は
関
山
派

の
法
系
を
嗣
ぐ
べ

き
理
由
が
あ
り
、
寧
ろ
そ
の
こ
と
が
三
江
に
課
せ
ら
れ
た
歴
史
的
な
使
命
で
あ

っ
た
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

関
山
派
の
印
証
法
系
を
嗣
い
だ
江
岳
元
策
と
天
竜
寺
派
と
の
関
係
は
如
何
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
南
芳
院
と
江
岳
元
策
と
の
つ
な
が
り

三
江
紹
益
の
法
系
と
そ
の
周
辺
(加
藤
)

三
二
七



三
二
八

ω

は
、
南
芳
院
の
記
録
が
皆
無
の
た
め
判
然
と
し
な
い
が
、
地
蔵
院
に
は
江
岳
元
策
の
編
著
に
な
る
自
筆
の

「笠
山
会
要
誌
」
が
遺
さ
れ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
手
が
か
り
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

「笠
山
会
要
誌
」
の
内
容
は
、

久
昌
院
蔵
の

「洛
東
高
台
寺
会
要
事
　
」
と

全
く
軌
を

一
つ
に
し
て
お
り
、

「京
城
西
丘
葛
野
郡
衣
笠
山
地
蔵
院
志
附
会
要
録
」
と
い
う
内
題
が
示
す
通
り
、

そ
れ
は
地
蔵
院
の
地

理
的
環
境
か
ら
諸
伽
藍

の
歴
史
、
地
蔵
院
の
古
記
録
を
始
と
し
、
事
実
上
の
開
山
で
あ
る
碧
潭
周
絞
、

開
基
細
川
頼
之
の
記
録
、
及
び

地
蔵
院
の
各
世
代
の
伝
記
を
加
え
る
。
美
濃
判
四
十
丁
、

一
丁
二
十
四
行
の
罫
紙
に
書
か
れ
て
お
り
、

丙
申
冬
十
月
中
溝
と
い
う
年
記

②

の
あ
る
虎
林
中
度

の
駿
文
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
そ
の
作
製
の
年
代
を
明
暦
二
年

(
一
六
五
六
)
頃
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
同

書
そ
の
他
の
地
蔵
院
記
録
に
よ
る
と
同
院
の
世
代
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

第 第 第 第 第 第 第 第 第

九 八 七 六 五 四 三 ニ ー

世 世 世 世 世 世 世 祖 祖

正
覚
国
師

宗
鏡
禅
師

旭
峰
妙
朝
禅
師

仙
英
周
玉
禅
師

雲
谷
周
芳
禅
師

九
成
周
紹
禅
師

太
賀
周
吉
首
座

叔
和
梵
康
首
座

養
仲
周
保
禅
師 (註

・
夢

窓
国
師

・
勧
請

開
山
)

(註

・
碧
潭
周
鮫
)

(延
慶
開
祖
)

(延
慶

二
世
)

(延
慶
三
世
)

(延
慶
四
世
)

(延
慶
五
世
)

(延
慶
六
世
)

(
延
慶
七
世
)

(
延
慶

八
世
)

(竜
済
開
祖
)

(
竜
済
二
世
)

(
竜
済
三
世
)

(竜
済

四
世
)

(竜
済

五
世
)



第

十

世

済
叔
周
弘
首
座

(延
慶
九
世
)

第

十

一
世

堅
操
元
松
禅
師

第

十
二
世

江
岳
元
策
禅
師

第
十
三
世

絶
岸
元
箴
蔵
主

一
見
し
て
わ
か
る
こ
と
は
、
第
十

一
世
の
堅
操
元
松
か
ら
諦
の
系
字
が
周
か
ら
元

へ
替
る
こ
と
で
、
十
世
と
十

一
世

の
間
に
法
系
の
断

絶
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
因
に

「笠
山
会
要
誌
」
に
よ

っ
て
十
世
済
叔
周
弘
と
十

一
世
堅
操
元
松
の
伝
を
み
て
み
よ
う
。

済
叔
周
弘
は
幼
に
し
て
出
家
し
、

竜
済
軒
六
世
深
甫
周
燐
の
弟
子
の
西
斉
等
埼
と
共
に
地
蔵
院
九
世
養
仲
周
保
に
侍
巾
す
る
こ
と
多

年
、
後
延
慶
よ
り
地
蔵
院
に
輪
住
す
る
に
至

っ
て
い
る
。
天
正
十
三
年

(
一
五
八
五
)
の
京
師
の
大
地
震
に
遭

い
、
地
蔵
院
の
堂
舎
倒
壊

し
て
後
修
造
信
施

の
人
な
き
ま
ま
に
、
竜
済
軒
の
西
斉
等
碕
と
相
議
し
本
院
の
旧
器
、

師
檀
の
霊
牌
等
を
両
院
に
分
賦
し
て
他
日
再
興

の
日
を
期
し
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
再
造
の
檀
信
な
き
ま
ま
世
寿
を
終
り
、

更
に
そ
の
業
を
継
ぐ
べ
き
嗣
子
に
も
恵
ま
れ
ず
延
慶
の

法
系
も
こ
こ
に
断
絶
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
後
延
慶
庵
、
地
蔵
院
共
に
無
住
の
時
代
が
続
く
。

(天
正
大
地
震
よ
り
三
十
年
後
に

当
る
慶
長
の
末
年
に
は
、
天
竜
塔
頭
松
岩
寺
の
舜
岳
玄
光
が
延
慶
の
院
務
を
仮
看
し
て
い
た
記
録
は
あ
る
。
)

堅
操
元
松
は
天
正
十

一
年

(
一
五
八
三
)
若
狭
に
生
れ
た
。
父
は
松
宮
伊
賀
守
、
長
ず
る
に
及
ん
で
南
禅
語
心
院
の
梅
印
一乃
沖

の
下
に

む

投
じ

て
受
具
入
業
、
元
松
の
諌
も
こ
の
時
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
師
の
撫
愛
最
も
す
ぐ
れ
、
侍
香
、
維
那
等

の
諸
職
を
経
た
が
、

元
松
二
十
三
歳
の
時
(慶
長
+
年
、
一
六
〇
五
)
不
幸
に
し
て
師

の
梅
印
元
沖

の
遷
化
に
あ
い
、
そ
の
遺
命
に
よ

っ
て
大
梅
山
長
福
寺
の
塔

頭
牧
雲
、
蔵
竜
の
二
院

の
知
務
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
る
。
慶
長
十
五
年
南
禅

の
崇
伝
、

家
康
に
召
さ
れ
て
駿
府
の
金
地
院
に
移
る
や
、

三
江
紹
益
の
法
系
と
そ
の
周
辺

(加
藤
)

三
二
九



三
三
〇

崇
伝
の
命
に
よ
っ
て
元
松
も
そ
の
駕
に
従
い
駿
府
に
移
り
、
僧
録

の
帷
握
に
参
じ
納
所

の
実
務
に
携
わ
る
の
で
あ
る
。
本
光
国
師
日
記

に
頻
出
す
る
松
首
座
そ
の
人
が
即
ち
堅
操
元
松
に
当
る
。
寛
永
十
年

(
一
六
三
三
)
崇
伝
は
示
寂
に
先
き
立
ち
元
松

に
大
略
次
の
如
く
遺

命
す
る
。

「京
師
地
蔵
院
が
震
災
に
倒
れ
て
以
来
荒
蕪
既
に
久
し
い
。
延
慶

の
檀
越

の
宰
相

の
局
、

松
径
尼
に
そ
の
復
興
を
依
頼
さ
れ
、
且
亦

自
分
も
再
造
の
志
を
抱
い
て
い
た
が
、
東
漂
西
泊
そ
の
こ
と
を
果
さ
ぬ
中
に
大
期
既
に
迫
る
。

願
く
は
松
公
そ
の
こ
と
を
図
れ
」
と
。

堅
操
元
松
は
こ
の
遺
嘱
に
よ
り
、
洛
に
入
り
天
竜
に
掛
搭
し
延
慶
を
看
護
し
地
蔵
院
の
再
興
を
は
か
る
の
で
あ
る
。

時
の
天
竜
住
持
玄

(玄
)

英
寿
洪
は
、
堅
操
元
松
は
南
禅
の
前
堂
で
あ
り
説
法
脅
旧
の
人
で
あ
る
、

ど
う
し
て
暫
到
客
位
の
僧
の
待
遇
で
す
ま
す
こ
と
が
で
き
よ

う

か
、
と
敦
請
し
て
第

一
座
に
充
て
鉤
割
を
継
受
し
て
臨
川
位

(十
刹
の
西
堂
位
)
に
す
す
め
た
。

さ
て
既
述
の
如
く
堅
操
元
松
は
崇
伝
の
命
を
蒙

っ
て
東
西

(駿
府
、

後
に
江
戸
の
金
地
院
と
南
禅
の
金
地
院
)
に
勤
労
す
る
こ
と
殆

ど
三
十
年
に
及
ん
だ
。
そ
の
間
三
江
紹
益
、
悦
叔
宗
最

(南
禅
二
六
九
世
)
英
岳
景
洪
(南
禅
二
七
二
世
)
規
伯
玄
方
等

の
諸
先
達
に
参
抽
し
、

孜

々
と
し
て
請
益
し
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
未
だ
快
楽
の
地
を
得
な
か

っ
た
。

三
江
は
関
山
派
で
あ
り
、
英
岳

等
は
五
山
派
で
あ
り
、

ω

規
伯
は
景
轍
玄
蘇
の
弟
子
で
、
幻
住
派
に
属
す
る
。

堅
操
は
当
時
を
代
表
す
る
各
派
の
禅
僧
に
歴
参
し
な
が
ら
休
漱
の
境
に
至
ら
な
か

っ
た
。
後
、
江
戸
に
聞
心
居
士
な
る
者
が
あ

っ
て
、
牛
過
窓
橘

の
話
に
参
じ
て
翻
然
所
知
を
忘
じ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
書
を
呈
し

て
禅
要
を
尋
ね
た
。
聞
心
居
士
は
書
に
托
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

で
　

只
向

昌信

得

及

処

叫自

透

脱

　

、

故

方
二退

歩

頓

脱

喝、

無

レ所
レ不

レ至

也
、

故

拮
=仏

祖

旧

公
案

一、

悉

皆

約
下

突

、
所

以

霊

山
密

付

少

林

単
伝

流

伝

令

=付

嘱

一云

々



居
士
は
大
徳
寺
二
五
〇
世
に
し
て
塔
頭
金
竜
院
開
山
で
あ
る
伝
由又
紹
印
の
弟
子
で
あ
り
、

此
道
を
護
惜
す
る
こ
と
宗
師
家
よ
り
も
厳
で

あ

っ
た
。
堅
操
元
松
は
こ
の
聞
心
居
士
に
参
じ
て
心
印
を
受
け
た
と
さ
れ
る
。
江
岳
元
策

の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ぱ
、

堅
操
は
参
請
す

る
者
あ
ら
ぱ
次
の
如
く
述
べ
た
と
い
わ
れ
る
。

著
衣
喫
飯
、
放
尿
厨
尿
、
婁
其
不
レ作
一如

実
之
工
夫
唱、

下
語
着
語
是
什
腰
参
禅
耶
、

人
命
有
二呼
吸
一、
空
過
=
一
生
輔勿
レ堕
一時
類
嫡、

口
授
指
教
之
禅
、
行
巻
抄
録
之
禅
、
寂
黙
沈
枯
之
禅
、
放
逸
空
澗
之
禅
、
閻
羅
王
前
無
昌汝
開
口
之
分
一耳
、

堅
操
元
松

の
禅

(聞
心
居
士
↓
堅
操
)
は
下
語
著
語
、
口
授
指
教
、
行
巻
抄
録
の
禅
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
り
、

著
衣
喫
飯
只
日
常
底

に
於

い
て
如
実
の
工
夫
を
せ
よ
と
強
調
し
て
い
る
。
先
き
に
聞
心
居
士
が

「
牛
過
窓
稲
」
の
話
に
参
じ
て
所
知
を
忘
じ
た
こ
と
を
述
べ

た
が
・
堅
操
元
松
も
接
化
の
手
段
と
し
て
常
に

「牛
過
窓
橘
」
の
話

の
み
を
提
揖
し
て
い
た
よ
う
で
あ
軸
ご

」
れ
は
寄

時
代
末
よ
り

⑥

桃
山
、
江
戸
初
期
に
か
け
て

一
世
を
風
靡
し
た
と
い
わ
れ
る
口
訣
伝
授
的
な
禅
風
と
、
大
い
に
異
な
る
も

の
で
あ
る
。

し
か
し
聞
心
居
士
の
師
は
竜
宝
門
下
金
竜
院
の
伝
由
又
で
あ
り
、

伝
嬰
の
法
系
は
督
宗
紹
薫
に
つ
ら
な
り
、
徹
舳
宗
九
、
東
漢
宗
牧
と

さ
か

の
ぼ
る
。
「
正
法
山
誌
」
第
八
巻

(刊
本

一
九
三
頁
ー

一
九
六
頁
)
に
は
、
大
徳
寺
南
派
中
の
督
宗
派
、
特
に
伝
嬰
を
開
山
と
す
る
金
竜

⑧

門
派

の
密
参
、
行
巻
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
そ
れ
ら
は
ま
こ
と
に
下
語
著
語
、

行
巻
抄
録
の
禅
の
典
型
と
思
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
お

そ
ら
く
聞
心
居
士
も
、
こ
の
よ
う
な
金
竜
院

一
派
の
口
訣
伝
授
に
密
参
し
た
筈
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

在
俗
と
は
い
え
、
聞
心

居
士

の
よ
う
に
下
語
著
語
、
行
巻
抄
録
を
排
す
る
禅
風
の
出
て
き
た
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

堅
操
元
松
は
五
山
の
中

に
あ

っ
て
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
宗
統
の
流
れ
を
汲
む
人
で
あ

っ
た
上
に
、

か
つ
て
は
崇
伝

の
下
に
あ

っ
て
経
営
の
実
力
を
発
揮
し
、
今

や
そ

の
遺
命
に
よ
っ
て
地
蔵
院
の
廃
絶
を
興
さ
ん
と
し
て
お
り
、
且
当
時

の
僧
録
最
岳
元
良
と
も
甲
子
を
同
じ
く
し
、

六
十
年
に
及
ぶ

三
江
紹
益
の
法
系
と
そ
の
周
辺

(加
藤
)

三
一三



三
三
二

⑨

交

遊
も
重
ね
て
お
り
、
か
な
り
自
由
な
立
場
に
あ

っ
た
人
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
堅
操
の
弟
子
と
し
て
元
策
は
成
長
し
、
そ
し
て

師

の
堅
操
の
旧
知
で
も
あ
り
、
且
当
時
五
岳
の
位
頭
と
し
て
声
望
の
あ

っ
た
三
江

へ
の
参
禅
が
始
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
剰
え
天
竜
寺

で
は
既
に
策
彦
周
良
(
一
五
〇

一
ー

一
五
七
九
)
の
弟
子
、
済
蔭
玄
宏
、
三
章
玄
彰
を
始
め
と
す
る
妙
智
院
、
梅
真
玄
堤
、
玄
英
玄
洪

の
真

乗
院
、
舜
岳
玄
光
、
知
堂
玄
覚
の
松
岩
寺
、
惟
清
玄
廉
の
西
芳
寺
、
為
霧
玄
佐
、

賢
漢
玄
倫
、
虎
苓
玄
竹
の
鹿
王
院
等
が
幻
住
派
の
密

⑩

参

の
洗
礼
を
う
け
て
い
た
。
関
山
派
の
三
江
に
元
策
が
参
ず
る
こ
と
に
さ
し
て
支
障
も
生
じ
な
か
っ
た
所
以
で
あ
ろ
う
か
。

但
し
問
題
は
残
る
。
か
つ
て
堅
操
は
三
江
に
参
じ
て
快
楽
の
地
を
得
な
か

っ
た
の
に
、
弟
子
の
元
策
は
三
江
に
参

じ
て
そ
の
心
印
を

得
、
堅
操
の
あ
と
を
襲

っ
て
地
蔵
院
を
嗣
ぐ
。
三
江
の
弟
子
の
鉤
天
永
洪
は

「祭
=三
江
和
尚
支
」
に

む

む

几
上
行
巻
咳
唾
在
7耳
、
壁
間
偶
類
手
沢
猶
レ遺

と
述
べ
て
い
る
が
、
三
江
の
禅
も
堅
操
の
極
力
排
し
た
行
巻
抄
録
の
禅
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「履
歴
記
」
に
よ
る
と
、
建
仁
寺
で

む

　

　

む

は
当
時
僧
家
の
常
で
あ
る
展
鉢

の
儀
、
結
珈

の
式
す
ら
未
知
の
者
が
多
か
っ
た
が
、
三
江
に
よ
る
南
化
派
の
流
入
に
よ

っ
て
入
室
勘
弁

垂
示
代
語
ほ
ぼ
叢
規
の
古
風
に
復
し
、
諸
方
亦
多
く
こ
れ
に
数

っ
た
と
い
う
が
、
矢
張
り
口
訣
伝
授
を
旨
と
し
密
参
を
こ
と
と
す
る
も

の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
与
え
ら
れ
た
紙
数
は
よ
う
や
く
尽
き
よ
う
と
し
て
い
る
。
堅
操
と
江
岳

の
禅
容
の
相
違
と
そ
の
結
び
つ
き
は
、

向
後

の
問
題
と
し
て
提
示
す
る
に
と
ど
め
、
残
さ
れ
た
記
録
を
摘
記
し
て
江
岳
の
晩
年
と
、
堅
操
、
江
岳
と
続
く
法
系
の
末
路
を
た
ど

ろ
う
。

ω

「
会
要
雑
誌
随
筆

」
等

後
人

の
手

に
よ

っ
て
追
録
増
補

さ
れ
た
分
も
含

む
。

②

天
竜

二
〇

二
世
、
塔

頭
慈
済
院
九
世
、

「虎
林
和
尚
語
録
」

(写
本
)
あ
り
。



㈹

「
支
桑
禅
刹
」
で
は
前
記

の
如
く

二
祖

の
次
に
三
世
と
し
て
、

天
竜
寺
真
乗
院
開
山
笑
山
周
念

(
細
川
和
氏

の
子

、
頼
之

の
猶
子

)
を
加

え
る
。

ω

幻
住

派
に

つ
い
て
は

「史
学
雑
誌
」

五
九
編
第
七
、

八
号
所
収

玉
村
竹

二
氏
論
稿

「
日
本
中
世
禅
林

に
於
け
る
臨
済
曹
洞
両
宗

の
異
同
-
林
下

の
問

題
に

つ
い
て
l
」

と

「
円
覚
寺
史
」
中

の

「
幻
住
派

の
導

入
と
法
系

の
大
変
動
」

の
項
参
照

。

㈲

堅
操

に
対
す

る
江
岳

の
賛
文

に

撃
晶毒
拳
於
竜
阜

一

噴
晶殺
気
於
亀
峰

一

銅
頭
鉄
額

喀

々
雁

々

是
凡
是
聖

思
議
敦
容

当
陽
若
是

向
二什
磨
宗
一

む

む

む

む

む

む

む

む

窓
橘

一
過

巴
鼻

無
レ躍

む

む

む

む

む

と
あ
り
、
堅
操

の
画
像

を
祖
堂

に
安
ず

る
時

の
璽
文

に

「
佗
年
提
二牛
窓
橘
之
話
こ

と
あ
る
。

㈲

口
訣
伝

授
的

な
禅
風

の
発

生
に

つ
い
て
も
、
前
記

の

「
日
本
中
世
禅
林
に
於
け
る
臨
済
曹
洞
両
宗

の
異
同
i
林

下

の
問
題

に

つ
い
て
」
を
参
照

働

大
徳
辞
東
渓
古.牧
-
大
徳
蓉
悦
渓
古.、宇
大
徳
誹
小
渓
紹
想
■

蕪

離

翫

一

「
大
徳
㌍

督
宗
讐

夫

徳
欝

太
素
宗
謁
夫

徳
醗

伝
羅

印
失

徳
栢
齢
鑑

宗
俊
-
大
箆

畑
㌣

巌
宗
諄
(昭
和
九
年
+
二
月
刊
・鵜

正
燈
世
譜
」

に
よ

る
)

圖

下
語
著
語
、
行
巻
抄
録

の
実
際

の
内
容

に

つ
い
て
は
、
鈴
木
大
拙
全
集
第

一
巻

「
日
本

に
お
け
る
公
案
禅

の
伝
統

」
同
四
巻

「
日
本

禅
思
想
史

の

一
断
面
」
に
委

し

い
記
載

が
あ
る
。

働

「
笠
山
会
要
誌
」
は
江
岳
元
策

の
編

著
で
あ

っ
て
、

堅
操

元
松

ま
で
の
伝

は
判
明
す

る
が
、
堅
操
と
江
岳

の
つ
な
が
り
は
明
か
で
な

い
。
先

き

に
も
引

用
し
た
堅
操

の
画
像

を
祖
堂

に
安
ず

る
輿
文

に

延
慶

丈
室

元
策

早
奉
'蕩

薬
一

久

承
二馨
款

一と
あ
る
。
「
三
江
和
尚
履
歴
記
」

の
内
容

の
如

く
、
三
江

の
死
後

(慶
安

三
年

(
一
六
五
〇

))
江
岳

が
始

め
て

「
一
錫
亀
山

に
入

っ
た
」

の
で
あ
れ
ば
、
堅
操

の
示
寂

(
明
暦

元
年
)
(
一
六
五
五
)
ま
で
僅

か
五
年

の
間
し

か
堅
操

に
侍
し
て

い
な

い

む

む

こ
と
に
な
り
、
前
記

の
璽
文

の
内
容

に
そ
ぐ
わ

ぬ
。
元
松
、
元
策

の
系
字

か
ら
み
て
も
、
江
岳

は
始
め
か
ら
堅
操

の
弟
子

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

三
江
紹
益
の
法
系
と
そ
の
周
辺
國
(加
藤
)

三
三
三



三
三
四

㈲

「
円
覚
寺
史
」

二
九
〇
頁
参
照

四

江
岳
の
晩
年
と
そ
の
法
系
の
末
路

既
に
記
し
て
き
た
よ
う
に
江
岳
は
、
慶
安
三
年

(
一
六
五
〇
)
三
江
の
示
寂
に
あ

い
、
五
年
後
の
明
暦
元
年
に
は
堅
操
の
示
寂
に
あ
う
。

翌
明
暦
二
年
頃

「笠
山
会
要
誌
」
を
脱
稿
し
て
い
る
。
七
年
後
の
寛
文
三
年

(
一
六
六
三
)
秋
、
武
州
公
(地
蔵
院
開
基
細
川
頼
之
)
の
像
を

重

ね
て
修
造
す
る
た
め
の
化
縁

の
疏
と
序
文
を
書
き
、
同
年
冬
十

一
月
に
は
こ
の
武
州
公
の
霊
像

の
重
刻
が
完
成
し
、

地
蔵
院
に
安
置

し
て
い
る
。
翌
寛
文
四
年
(
一
六
六
四
)枯
木
堂

(地
蔵
院
僧
堂
)
が
再
造
さ
れ
、
黄
巣
山
の
木
庵
が
額
と
警
策
を
贈

っ
て

い
る
。
寛
文
十

一

年
、
朝
鮮
修
文
職

に
任
ぜ
ら
れ
、
対
馬

の
以
酊
庵
に
赴
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

江
岳
は
そ
れ
に
先
立
ち
、
以
酊
庵
輪
住
中
の
寛

文
十
三
年
正
月
五
日
に
正
当
す
る
地
蔵
院
開
山
碧
潭
周
絞
禅
師
の
三
百
年

の
大
遠
諦
を
、

天
竜

一
山
の
僧
衆
を
延
慶
庵
に
請
し
て
預
修

す

る
の
で
あ
る
。
虎
林
和
尚
語
録
の
左
の
如
き
香
偶
に
よ
り
、
そ
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

当
来
癸
丑

(註

・
寛
文
十
三
年
)
正
月
初
五
日
、
乃
是
衣
笠
山
地
蔵
禅
院
開
山
勅
誰
宗
鏡
禅
師
碧
潭
大
禅
師
三
百
年
遠
諦
之
辰
也
、

的
喬
前
臨
川
江
岳
西
堂
、
今
弦
厳
奉
合

命
一、
司
二朝
鮮
修
好
之
文
命
一、
而
不
日
将
り赴
馬
嶋
一、
以
故
先
レ甲
両
歳
、

寛
文
第
拾

一
禮

竜
輯
辛
亥
、
孟
諏
廿
四
莫
、
普
一一請
闊
山
衆
縞
於
延
慶
禅
庵
幅、
　
設
二斎
会
一、

奉
り酬
二慈
蔭
乏

次
、

特
偉
ヨ山
野
修

一香
供
一、

嵯
夫
、

今
農
即
地
蔵
薩
陀
応
化
之
斎
日
也
、
為
採
=香
偏
一云
、

谷

口
拮
=蘭
薫
霧
嵐
輔

地
蔵
化
境
活
伽
藍

閻
浮
十
万
八
千
日

宗
鏡
重
輝
印
昌碧
潭
叫



か

し

か
し
江
岳
は
朝
鮮
修
文
職

の
任
期
半
ば
に
し
て
寛
文
十
二
年

(
=
ハ七
二
)
閏
六
月
五
日
、
対
州
以
酊
庵
に
て
病
没
す
る
の
で
あ
嶺
。

そ
の
世
寿
を
審
に
し
な
い
。
江
岳
病
没
の
四
ケ
月
後
、
諸
弟
相
よ
り

一
山
の
衆
を
請
じ
て
追
悼
の
忌
斎
を
設
け
て
い
る
。

虎
林
和
尚
語

録
に
江
岳
西
堂
追
朝
の
香
偏
を
見
て
み
よ
う
。

今
藪
寛
文
第
拾
二
、

竜
集
壬
子
閏
六
月
五
之
日
、
吾
山
南
芳
主
盟
江
岳
西
庵
禅
彦
唱
=滅
於
対
州
曙
駿
山
以
酊
庵

輔

故
山
友
社
、

遽
聞
=計
音
一
莫
レ不
レ謹
焉
、
鳴
呼
禅
彦
不
冠蕾
稔
=飽
参
之
称
唱、
況
又
贋
一修
文
之
選

、

去
歳
奉
合
命
一、

赴
一馬
州
一、

屡
次
製
レ書
、

蓋
敦
=朝
鮮
隣
好
之
誼
剛、
瓜
期
未
レ満
、
華
貧
欲
り易
、
胡
為
不
レ保
=遽
寿
一、
靡
任
慨
嘆
、
諸
弟
今
日
特
請
二闊
衆
一、
　
設
=忌
斎
一之
次
、

山
野
漫
述
二
偏
一、
卿
充
=香
供
唱云
、

一
藍
軽
涯
海
西
湾

施
花

三
韓
一客
楊
閑

果
見
南
華
通
=正
脈
喝
無
レ端
滅
向
曙
騨
山

孟
冬
十
有

一
莫

前
天
竜
中
慶
朝

こ
の
追
韓
の
偶
に
よ
れ
ぱ
、
江
岳
は
そ
の
最
晩
に
は
南
芳
院
の
住
名
を
帯
び
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
江
岳
示
寂
の
後
、
地
蔵
院
は
十
三

む

む

世
と
し
て
絶
岸
元
籏
が
嗣
ぐ
が
、
江
岳
の
法
系
は
こ
れ
に
て
絶
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
後
は
十
四
世
古
霊
道
充
、
十
五
世
雲
崖
道
岱

む

わ

十
六
世
桂
洲
道
倫
と
続
く
丹
波
常
照
皇
寺
無
範
派
下
の
碩
学
の

一
統
に
と

っ
て
替
わ
ら
れ
る
こ
と
に
な
歓
。

ω

以
酊
庵
に
つ
い
て
は
上
村
観
光
著

「禅
林
文
芸
史
諌
」
四
九
六
頁

「対
州
以
酊
庵
の
沿
革
」
並
に
「禅
文
化
」
三
九
号
、
桜
井
景
雄
師
論
稿

「対

州
修
文
職
に
つ
い
て
」
参
照
。

②

伊
藤
東
慎
師
著

「黄
竜
遺
韻
」
附
録
の
以
酊
庵
住
持
籍
で
は
六
月
廿
五
日
寂
と
す
る
。

㈲

地
蔵
院
法
系
図
。

三
江
紹
益
の
法
系
と
そ
の
周
辺

(加
藤
)

三
三
五



天
竜
静
疎
石
」

一-
西

芳
鱒
周
鮫
-
一

1
建
長
鱒
中
励

建
長
賑
景
祐

-
地
蔵
口
昌
真

-
栖
雲
糠
周
勝

　
　
　
　

1
聖
福
嚇
[
]
ー
[
H
U
周
棟

-
首
座
囎
昌
資

-
居
士
雛
常
久

(註

細
川
頼
之
)

1
大
姉
雑
光
真

(註

頼
之
夫
人
)

ー
居
士

道
賛

　
　

1
浄
智
魏
妙
朝
」

1
天
竜
融

　
　
　
　陵

「
離謬
周
孝

「
建
長
讐

「
円
覚
戯
周
詔
」

[
]
蒔
口
殊

イ

「
首
座
鰍
周
吉
」

-

首
座
緬
等
碕
-
一

[
副

網

劇
」

「
首
座
灘
周
彦
」

　
　

ー
臨
川
蔽
周
燐
-

ー
首
座
膿
周
保
」

釧
「
臨
川
斐

祝
」

一二
一二
六

硬



「
首
座
館
周
弘
」

「
首
座
醐
昌
宣

「
臨
川
鰹
元
松
1

「
臨
川
郵
元
策
」

「
知
蔵
鞭
元
籏
」

「
鷲
量

充
」

「
天
竜
罎
道
岱
」

「
(天
竜
唯
道
倫
)

沙

三
江
紹
益
の
法
系
と
そ
の
周
辺

(加
藤
)

三
三
七


